
昨年 8 月より建設を始めた共生型事業所とケアホーム 5 棟は 1 月に完成して、業者より引き渡しを受けた後、

地域住民や福祉関係者、利用者父母を対象とした内覧会を開催いたしました。 

 白老愛泉園の入所機能を廃止して、事業転換を行い利用者全員が市街地のケアホームやグループホームに移動

し、3 月 3 日に白老中央公民館で共生型事業所及びケアホーム 5 棟の完成を祝って、町関係者及び福祉関係者約

220 名の方が出席して落成式を行い新しい施設の完成を祝いました。 

 式典の中で、小田井理事長は法人の経営理念である「利用者の誰もが普通に暮らせる社会の実現、地域に支え

られて共に生活すること」を述べられ、「利用者の生活の利便性や安全性を重視するとともに、プライバシーや地

域住民の交流の場を可能にするよう配慮した建物である。」と挨拶をしました。 

 その後、落成祝賀会となり、出席者は祝杯を挙げ、その後、法人、各施設の歩みのＤＶＤを見ながら、また、

利用者の民謡を聴きながら楽しい一時を過ごしました。                愛泉園施設長 大高 
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(１)                白老宏友会だより        平成２４年４月１０日 
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（

任

期

 

平

成

24

年

4

月

1

日

～

平

成

26

年

3

月

31

日

）

 

理
事

長
 

森
 

 
 

豊
吉

（新） 

理
 

事
 

谷
島

 
 

ハ
ギ

（再） 

理
 

事
 

豊
岡

 
 

一

（再） 

理
 

事
 

鈴
木

 
 

靖
男

（再） 

理
 

事
 

藤
本

 
 

直
司

（再） 

理
 

事
 

大
屋

 
 

正
義

（新） 

理
 

事
 

平
田

 
 

曜
子

（新） 

理
 

事
 

大
髙

 
 

宏
雄

（再） 

監
 

事
 

田
村

 
 

正
三

（再） 

監
 

事
 

丹
羽

 
 

道
正

（再） 

顧
 

問
 

小
田

井
 

虎
雄

 

 理
事

 
清

水
 

静
子

 

（

昭

和

63

年

10

月

29

日

就

任

、

平

成

24

年

3

月

31

日

退

任

さ

れ

ま

し

た

。

永

き

に

亘

り

法

人

運

営

に

ご

尽

力

頂

き

ま

し

て

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

）

 

 

こ

の

度

、

白

老

宏

友

会

理

事

長

に

就

任

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

 

 

創

設

以

来

、

重

み

の

あ

る

歴

史

の

上

に

立

っ

て

、

先

輩

役

員

が

築

き

上

げ

て

き

た

福

祉

の

精

神

と

施

設

運

営

の

質

の

高

ま

り

を

大

切

に

し

、

新

た

な

る

障

が

い

者

福

祉

の

充

実

を

目

指

し

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

 

 

さ

て

、

当

法

人

の

二

十

八

年

の

経

緯

を

み

る

に

、

入

所

更

生

施

設

「

白

老

愛

泉

園

」

を

軸

と

し

て

、

徐

々

に

地

域

福

祉

事

業

展

開

に

向

け

て

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

を

開

設

し

、

障

害

者

授

産

施

設

ポ

プ

リ

（

後

に

新

体

系

に

移

行

）

・

地

域

生

活

支

援

セ

ン

タ

ー

あ

ぷ

ろ

・

ベ

ー

カ

リ

ー

シ

ョ

ッ

プ

な

な

か

ま

ど

等

、

地

域

移

行

の

着

実

な

歩

み

を

進

め

て

ま

い

り

ま

し

た

。

 

 

今

般

、

障

が

い

者

自

立

支

援

法

に

基

づ

く

事

業

転

換

推

進

に

よ

り

、

白

老

愛

泉

園

の

入

所

施

設

を

ケ

ア

ホ

ー

ム

の

転

換

を

も

っ

て

地

域

福

祉

へ

の

移

行

が

、

一

応

完

了

し

た

こ

と

に

な

り

ま

す

。

 

 

今

日

の

発

展

は

、

白

老

町

を

始

め

関

係

機

関

・

各

団

体

・

地

域

住

民

の

理

解

と

協

力

に

よ

る

も

の

で

あ

り

、

当

法

人

は

利

用

者

が

地

域

社

会

の

中

で

豊

か

に

暮

ら

せ

る

よ

う

に

一

層

の

努

力

を

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

 

 

幸

い

、

各

施

設

長

の

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

と

常

に

利

用

者

に

寄

り

添

い

一

人

ひ

と

り

の

思

い

を

し

っ

か

り

受

け

と

め

支

え

る

ス

タ

ッ

フ

と

、

役

員

共

々

職

責

を

全

う

し

た

い

と

決

意

を

新

た

に

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

 

 

 

 

 

例

年

に

な

い

寒

気

、

加

え

て

大

雪

の

飛

来

等

に

よ

り

白

老

の

町

に

も

遅

い

春

ら

し

い

や

わ

ら

か

な

風

の

訪

れ

、

桜

の

花

見

な

ど

の

計

画

を

口

に

す

る

季

節

に

な

り

ま

し

た

。

 

 

こ

の

度

、

一

期

二

年

当

会

役

員

の

改

選

期

に

当

り

、

平

成

十

八

年

四

月

一

日

よ

り

前

任

者

 

冨

士

理

事

長

の

後

任

を

経

験

も

、

学

識

、

知

識

も

全

く

な

い

私

が

理

事

長

と

し

て

推

薦

さ

れ

、

そ

の

重

責

を

担

っ

て

今

日

ま

で

無

事

、

こ

れ

と

特

記

す

る

様

な

事

件

、

事

故

も

な

く

本

任

務

を

終

え

る

こ

と

の

出

来

る

喜

び

を

今

、

こ

の

地

球

上

の

中

で

ご

縁

が

あ

っ

て

お

互

い

に

仲

間

と

し

て

知

り

合

い

、

何

の

屈

託

も

な

い

心

で

言

葉

を

か

け

合

い

楽

し

く

日

々

を

送

ら

せ

て

戴

い

た

お

陰

で

あ

る

と

特

に

感

じ

て

お

り

ま

す

。

感

謝

を

申

し

上

げ

ま

す

。

こ

の

度

、

全

道

に

始

め

て

全

居

住

入

所

施

設

を

転

換

し

、

地

域

の

方

々

と

交

流

の

出

来

る

場

の

施

設

、

加

え

て

耐

震

、

耐

火

、

バ

リ

ア

フ

リ

ー

、

オ

ー

ル

電

化

と

至

れ

り

つ

く

せ

り

の

個

室

と

ケ

ア

ハ

ウ

ス

が

飛

生

の

不

便

な

地

か

ら

築

二

十

八

年

経

過

し

て

い

た

地

点

か

ら

小

さ

い

街

な

が

ら

病

院

、

コ

ン

ビ

ニ

、

書

店

、

そ

の

他

商

店

街

の

軒

並

、

他

の

人

々

と

の

行

き

合

い

、

私

達

役

職

員

、

保

護

者

の

方

々

そ

し

て

最

後

に

驚

嘆

を

声

た

か

ら

か

に

部

屋

、

ロ

ビ

ー

で

両

手

を

上

げ

て

満

面

笑

顔

で

「

声

な

き

声

を

」

出

し

喜

ん

で

く

れ

た

利

用

者

の

方

々

の

、

あ

の

想

い

皆

さ

ん

大

事

に

し

て

や

っ

て

下

さ

い

、

私

の

後

任

者

で

あ

る

森

理

事

長

に

も

私

同

様

変

わ

ら

ざ

る

ご

支

援

の

程

、

宜

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 平成２４年４月１０日        白老宏友会だより                (２) 



 

 

 

 

 

 入所更生施設から多機能型事業所へ変わるため、居室を各事業活動の部屋や作業室に改修し、平成２４

年３月１日に利用者の方々が白老町内のケアホームより出勤して、新しい日中生活の場『多機能型事業所 

愛泉園』へ足を踏み入れました。今まで行ってきた活動が色々と変更され、最初は戸惑っている様子があ

りましたが、現在は楽しく日中生活を送っている様子が伺えます。これから利用者の方々に充実した生活

を提供できるように日々努力していきたいと思います。              愛泉園主任 杉本 

食 堂 多 目 的

生活介護作業室 

(３)                白老宏友会だより        平成２４年４月１０日 



 

 

 

 

新体系移行により 3 月 1 日に入所施設を解体し、４０名の利用者さんたちがケアホーム・グルー

プホームのある白老町市街地へと引っ越してきました。 

利用者の皆さんも引っ越したばかりで慣れないこともあり心の中は不安と期待で一杯だと思いま

すが、各居室で伸び伸びと生活しています。今までは、生活の場と日中活動が同じ場所でしたがこ

れからは働く場所である愛泉園に毎日通勤する生活になります。 

これからは、各ケアホームの利用者とスタッフがそれぞれのホームの「いろ」に染めて行くこと

と思いますので、温かく見守って下さい。              あぷろ第２支援課 青山 

↑３月３日（土）ケアホーム「いころ」 

「のんの」では、保護者の方を呼んで 

楽しい「ひな祭り」を催しました。 

散髪は各ケアホームへ訪問サービスを

迎えて行っています。利用者の皆さんも

髪を切ってさっぱりしました。 ↓ 

 平成２４年４月１０日        白老宏友会だより                (４) 



 

 

 

平

成

24

年

1

月

14

日

（

土

）

白

老

経

済

セ

ン

タ

ー

に

て

ポ

プ

リ

仲

間

の

会

・

保

護

者

の

会

合

同

新

年

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

今

回

の

新

年

会

の

テ

ー

マ

は

、

「

利

用

者

・

保

護

者

・

職

員

が

語

り

合

え

る

場

」

と

い

う

こ

と

で

、

総

勢

145

名

の

方

が

出

席

さ

れ

ま

し

た

。

 

 

新

年

会

は

、

ポ

プ

リ

仲

間

の

会

役

員

 

高

橋

 

美

雪

さ

ん

・

水

谷

 

由

香

さ

ん

の

司

会

進

行

に

よ

り

始

め

ら

れ

ま

し

た

。

は

じ

め

に

成

人

の

祝

い

が

行

わ

れ

、

今

回

は

、

高

橋

 

美

雪

さ

ん

・

川

村

 

智

史

さ

ん

・

小

倉

 

大

周

さ

ん

・

斉

藤

 

恵

一

朗

さ

ん

・

田

中

 

兼

一

さ

ん

の

５

名

の

方

が

成

人

を

迎

え

ら

れ

ま

し

た

。

成

人

を

迎

え

ら

れ

た

5

名

を

代

表

し

て

川

村

 

智

文

さ

ん

が

今

年

の

抱

負

を

一

言

!!

「

仕

事

に

責

任

を

持

っ

て

頑

張

り

ま

す

」

と

力

強

い

お

言

葉

を

頂

き

ま

し

た

。

続

き

ま

し

て

乾

杯

の

挨

拶

は

、

成

人

を

迎

え

ら

れ

た

5

名

の

方

に

よ

っ

て

行

わ

れ

ま

し

た

。

今

回

の

豪

華

な

料

理

は

、

パ

ン

工

場

か

ら

オ

ー

ド

ブ

ル

・

給

食

部

か

ら

ち

ら

し

寿

司

・

な

な

 

か

ま

ど

か

ら

ガ

ト

ー

シ

ョ

コ

ラ

・

生

活

介

護

事

業

か

ら

珈

琲

・

お

茶

と

、

各

部

所

分

担

を

し

て

用

意

さ

れ

ま

し

た

。

豪

華

な

料

理

の

品

々

に

皆

さ

ん

も

大

満

足

・

大

満

腹

の

様

子

で

し

た

。

そ

し

て

皆

さ

ん

の

お

腹

も

落

ち

着

い

て

き

た

と

こ

ろ

で

、

楽

し

み

に

し

て

い

た

ゲ

ー

ム

大

会

で

す

!!

今

回

の

ゲ

ー

ム

大

会

は

、

○

×

ゲ

ー

ム

・

ビ

ン

ゴ

ゲ

ー

ム

が

用

意

さ

れ

、

ゲ

ー

ム

大

会

司

会

進

行

の

笠

谷

 

貴

規

さ

ん

・

川

村

 

智

史

さ

ん

に

よ

っ

て

盛

り

上

げ

ら

れ

始

ま

り

ま

し

た

。

は

じ

め

に

○

×

ゲ

ー

ム

で

は

、

「

皆

さ

ん

本

当

に

強

い

!!

」

中

々

最

後

の

１

組

が

勝

ち

残

ら

ず

、

白

熱

し

た

勝

負

が

繰

り

広

げ

ら

れ

ま

し

た

。

つ

ぎ

に

ビ

ン

ゴ

ゲ

ー

ム

で

は

、

豪

華

景

品

30

品

が

選

び

放

題

と

い

う

こ

と

で

、

皆

さ

ん

も

真

剣

な

眼

差

し

で

ビ

ン

ゴ

カ

ー

ド

を

握

り

し

め

、

会

場

は

盛

大

に

 

 

盛

り

上

が

り

ま

し

た

。

 

ま

た

来

年

度

も

、

利

用

者

・

保

護

者

・

職

員

が

語

り

合

え

る

場

と

し

て

新

年

会

を

開

催

し

て

い

き

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

の

で

、

皆

さ

ん

楽

し

み

し

て

い

て

下

さ

い

。

 

最

後

に

、

新

年

会

を

開

催

す

る

に

あ

た

っ

て

1

ヶ

月

前

か

ら

準

備

に

あ

た

っ

て

く

れ

た

ポ

プ

リ

仲

間

の

会

会

長

は

じ

め

役

員

の

皆

さ

ん

本

当

に

ご

苦

労

様

で

し

た

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポ

プ

リ

松

野
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３

月

１

日

よ

り

新

し

く

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

「

り

ん

」

が

開

設

さ

れ

ま

し

た

。

今

ま

で

愛

泉

園

に

て

入

所

さ

れ

て

い

た

５

名

の

男

性

で

す

。

「

り

ん

」

の

名

前

の

由

来

は

①

地

域

の

隣

人

と

し

て

の

「

り

ん

」

、

②

あ

ぷ

ろ

の

隣

の

「

り

ん

」

、

③

凛

凛

と

逞

し

く

の

「

り

ん

」

の

意

味

が

あ

り

ま

す

。

ベ

テ

ラ

ン

と

新

人

の

世

話

人

さ

ん

が

毎

日

料

理

を

作

っ

て

く

れ

、

好

き

な

時

に

入

浴

も

出

来

ま

す

。

ま

た

、

生

協

や

コ

ン

ビ

二

に

近

い

の

で

買

い

物

が

す

ぐ

行

け

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

土

曜

日

は

床

屋

・

本

屋

と

皆

さ

ん

各

々

に

過

ご

し

て

い

ま

す

。

「

り

ん

は

楽

し

い

よ

♥

」

と

倉

部

さ

ん

。

こ

れ

か

ら

ど

ん

ど

ん

楽

し

い

こ

と

・

や

っ

て

み

た

い

こ

と

に

挑

戦

し

て

い

き

ま

し

ょ

う

。

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日

本

財

団

福

祉

車

両

助

成

事

業

日

本

財

団

福

祉

車

両

助

成

事

業

日

本

財

団

福

祉

車

両

助

成

事

業

日

本

財

団

福

祉

車

両

助

成

事

業

に

よ

り

に

よ

り

に

よ

り

に

よ

り

 

  

 

 

  

 

送

迎

用

送

迎

用

送

迎

用

送

迎

用

マ

イ

ク

ロ

バ

ス

を

マ

イ

ク

ロ

バ

ス

を

マ

イ

ク

ロ

バ

ス

を

マ

イ

ク

ロ

バ

ス

を

購

入

購

入

購

入

購

入

し

ま

し

た

し

ま

し

た

し

ま

し

た

し

ま

し

た

。

。。

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３

月

９

日

、

日

本

財

団

よ

り

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助

成

金

の

交

付

を

受

け

て

購

入

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し

た

マ

イ

ク

ロ

バ

ス

が

納

車

さ

れ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

し

た

。

 

こ

の

バ

ス

は

、

ケ

ア

ホ

ー

ム

 

よ

り

愛

泉

園

へ

通

所

さ

れ

る

 

利

用

者

さ

ん

の

送

迎

に

使

用

 

さ

れ

ま

す

。

助

成

事

業

完

了

に

 

あ

た

っ

て

謹

ん

で

お

礼

を

申

し

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上

げ

ま

す

。

 

【【 【【
ホ

ー
ム

り
ん

ホ
ー

ム
り

ん
ホ

ー
ム

り
ん

ホ
ー

ム
り

ん
】】 】】

開
設

開
設

開
設

開
設

し
ま

し
た

し
ま

し
た

し
ま

し
た

し
ま

し
た

。。 。。
    

新新 新新
し

い
し

い
し

い
し

い
仲

間
仲

間
仲

間
仲

間
がが がが

増増 増増
え

ま
し

た
え

ま
し

た
え

ま
し

た
え

ま
し

た
。。 。。

    

 

１

月

28

日

竹

浦

の

「

ホ

テ

ル

ほ

く

よ

う

」

に

て

青

葉

会

新

年

会

が

賑

や

か

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

今

回

、

土

曜

日

開

催

と

い

う

こ

と

で

時

間

の

余

裕

が

あ

り

、

温

泉

で

の

ん

び

り

。

午

後

５

時

大

和

田

さ

ん

の

司

会

に

よ

り

、

伊

藤

学

会

長

・

田

野

島

セ

ン

タ

ー

長

の

挨

拶

・

笠

谷

副

会

長

の

乾

杯

で

宴

が

始

ま

り

ま

し

た

。

初

め

に

田

中

兼

一

さ

ん

の

キ

ー

ボ

ー

ド

演

奏

で

「

天

空

の

城

ラ

ピ

ュ

タ

」

「

思

い

出

ポ

ロ

ポ

ロ

」

な

ど

ジ

ブ

リ

を

堪

能

。

会

食

後

は

ハ

ウ

ス

対

抗

ゲ

ー

ム

で

熱

い

戦

い

。

腰

に

万

歩

計

を

着

け

て

３０

秒

の

駆

け

足

走

。

各

ハ

ウ

ス

５

名

の

合

計

数

が

一

番

多

い

ピ

コ

ハ

ウ

ス

ピ

コ

ハ

ウ

ス

ピ

コ

ハ

ウ

ス

ピ

コ

ハ

ウ

ス

が

見

事

優

勝

。

米

米米

米

５

５５

５

ｋｇ

ｋｇｋｇ

ｋｇ

を

ゲ

ッ

ト

し

ま

し

た

。

一

生

懸

命

走

っ

て

い

る

の

に

数

が

増

え

な

い

人

・

踊

っ

て

い

る

人

・

腰

だ

け

動

か

し

て

い

る

人

等

、

そ

の

格

好

に

大

盛

り

上

が

り

。

そ

の

後

は

カ

ラ

オ

ケ

タ

イ

ム

と

な

り

、

飲

ん

で

・

踊

っ

て

・

歌

っ

て

の

楽

し

い

行

事

で

し

た

。

最

後

は

写

真

担

当

の

伊

東

さ

ん

の

カ

メ

ラ

で

総

勢

64

名

が

ハ

イ

チ

ー

ズ

！

 

 

 

 

 

 

 

あ

ぷ

ろ

 

加

藤

 

 平成２４年４月１０日        白老宏友会だより                (６) 



平

成

23

年

度

事

業

は

、

白

老

愛

泉

園

の

新

体

系

移

行

に

よ

る

日

中

系

の

生

活

介

護

、

就

労

継

続

Ｂ

事

業

（

多

機

能

型

）

の

開

設

や

夜

間

支

援

の

た

め

の

、

ケ

ア

ホ

ー

ム

５

棟

の

建

設

、

隣

地

に

共

生

型

サ

ロ

ン

の

建

設

及

び

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

の

改

修

を

行

っ

た

。

愛

泉

園

つ

い

て

も

、

基

盤

整

備

事

業

を

使

用

し

て

日

中

事

業

に

用

途

変

更

を

行

う

た

め

内

部

改

修

な

ど

を

行

い

、

全

体

と

し

て

法

人

設

立

以

来

、

最

大

の

事

業

計

画

を

進

め

た

。

新

規

事

業

開

設

に

伴

い

、

職

員

採

用

も

多

数

に

の

ぼ

り

後

期

に

は

職

員

研

修

を

進

め

て

き

た

が

、

こ

れ

か

ら

も

引

続

き

研

修

を

進

め

な

く

て

は

い

け

な

い

。

 

今

年

度

は

、

昨

年

道

に

提

出

し

た

日

中

系

単

独

生

活

介

護

施

設

の

建

設

認

可

に

向

け

た

準

備

と

関

連

部

門

の

準

備

を

早

め

に

進

め

て

い

く

。

 

ま

た

、

新

会

計

基

準

移

行

に

つ

い

て

は

、

１

年

間

延

期

し

て

平

成

25

年

４

月

よ

り

施

行

と

し

、

今

年

度

を

準

備

、

研

修

期

間

と

し

て

進

め

て

い

く

。

 

 

  

 

１

１１

１

法

人

経

営

法

人

経

営

法

人

経

営

法

人

経

営

の

のの

の

取

取取

取

り

りり

り

組

組組

組

み

みみ

み

 

  

 

法

人

経

営

法

人

経

営

法

人

経

営

法

人

経

営

に

にに

に

関

関関

関

し

て

し

て

し

て

し

て

 

  

 

・

 

法

人

経

営

の

企

画

立

案

と

財

政

健

全

化

を

図

る

。

 

・

 

法

人

本

部

機

能

を

強

化

し

て

、

週

日

対

応

す

る

準

備

期

間

。

 

・

 

24

年

度

社

会

福

祉

施

設

等

整

備

の

準

備

と

関

連

部

門

の

準

備

を

行

う

。

 

・

 

職

員

採

用

に

向

け

た

取

り

組

み

を

早

期

に

実

施

す

る

。

 

・

 

新

会

計

基

準

の

実

施

に

伴

う

研

修

を

行

う

。

 

 

・

 

各

事

業

の

連

絡

、

調

整

、

連

携

を

密

に

図

る

。

 

・

 

要

覧

、

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

の

随

時

更

新

、

機

関

紙

「

は

ぁ

も

に

ぃ

」

の

発

行

、

監

修

を

行

う

。

 

 

 

 

 

 

利

用

者

支

援

利

用

者

支

援

利

用

者

支

援

利

用

者

支

援

に

にに

に

関

関関

関

し

て

し

て

し

て

し

て

 

  

 

・

 

各

事

業

部

に

お

け

る

技

術

の

向

上

と

収

益

性

の

向

上

を

目

指

し

、

工

賃

向

上

を

図

る

。

（

新

製

品

の

試

作

、

開

発

）

（

ポ

プ

リ

）

 

・

 

第

１

支

援

課

と

第

２

支

援

課

の

編

成

及

び

サ

ポ

ー

ト

の

強

化

を

図

る

。
（

あ

ぷ

ろ

）

 

・

 

短

期

入

所

事

業

よ

る

活

用

で

新

規

利

用

者

の

開

拓

を

図

る

。

（

あ

ぷ

ろ

）

 

・

 

新

体

系

移

行

後

の

各

事

業

の

充

実

を

図

る

。

（

愛

泉

園

）

 

 

 

 

施

設

整

備

施

設

整

備

施

設

整

備

施

設

整

備

に

にに

に

関

関関

関

し

て

し

て

し

て

し

て

 

  

 

・

 

平

成

24

年

度

施

設

整

備

（

日

中

系

・

生

活

介

護

事

業

所

）

建

設

の

準

備

を

行

う

。

 

 

 

 

２

２２

２

法

人

職

員

法

人

職

員

法

人

職

員

法

人

職

員

へ

の

へ

の

へ

の

へ

の

取

取取

取

り

りり

り

組

組組

組

み

みみ

み

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職

員

職

員

職

員

職

員

の

のの

の

意

識

改

革

意

識

改

革

意

識

改

革

意

識

改

革

に

にに

に

関

関関

関

し

て

し

て

し

て

し

て

 

  

 

・

 

全

職

員

の

公

平

性

を

常

に

配

慮

し

、

職

員

相

互

の

友

愛

、

信

頼

性

の

昂

揚

を

高

め

、

利

用

者

に

対

す

る

安

心

、

安

全

の

場

を

構

築

す

る

た

め

の

支

援

を

行

な

う

。

 

・

 

職

員

の

資

質

向

上

に

努

め

各

種

研

修

を

行

い

職

員

の

意

欲

の

向

上

を

図

る

。

 

危

機

管

理

危

機

管

理

危

機

管

理

危

機

管

理

に

にに

に

関

関関

関

し

て

し

て

し

て

し

て

 

  

 

・

 

具

体

的

な

事

態

を

想

定

し

、

避

難

訓

練

、

情

報

収

集

、

関

係

職

員

、

機

関

団

体

へ

の

連

絡

統

制

な

ど

の

徹

底

を

図

る

。

 

 入

所

施

設

と

い

う

機

能

を

も

っ

て

障

が

い

者

福

祉

を

担

っ

て

き

た

白

老

愛

泉

園

で

す

が

、

障

害

者

自

立

支

援

法

に

基

づ

く

事

業

体

系

へ

移

行

す

る

に

あ

た

り

、

新

た

な

始

ま

り

の

一

歩

を

踏

み

出

し

ま

し

た

。

こ

れ

ま

で

の

入

所

型

の

機

能

と

は

異

な

っ

た

目

標

の

も

と

そ

の

機

能

を

十

分

に

発

揮

さ

せ

て

、

こ

れ

ま

で

以

上

に

利

用

者

の

生

活

の

質

を

向

上

さ

せ

て

い

か

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

職

住

分

離

の

思

想

に

沿

っ

た

「

普

通

の

生

活

」

を

享

受

し

、

障

が

い

が

生

き

る

こ

と

の

障

壁

と

な

ら

な

い

よ

う

に

改

め

て

認

識

し

な

が

ら

支

援

に

当

り

た

い

。

利

用

者

個

々

の

特

性

や

障

が

い

に

由

来

す

る

行

動

傾

向

な

ど

に

十

分

配

慮

、

理

解

し

、

個

人

に

と

っ

て

の

必

要

な

支

援

を

提

供

で

き

る

こ

と

を

常

に

念

頭

に

置

き

な

が

ら

ス

タ

ー

ト

と

す

る

。

 

運

営

方

針

運

営

方

針

運

営

方

針

運

営

方

針

 

  

 

１

．

ど

ん

な

障

が

い

の

軽

重

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

人

と

し

て

生

き

る

営

み

に

対

し

て

、

愛

泉

園

は

必

要

な

支

援

を

行

う

。

 

２

．

人

権

を

無

視

し

た

よ

う

な

い

か

な

る

行

為

も

禁

じ

、

利

用

者

の

人

格

を

尊

重

し

、

生

き

る

喜

び

を

共

に

享

受

で

き

る

よ

う

に

支

援

を

行

う

。

 

 

 

支

援

方

針

支

援

方

針

支

援

方

針

支

援

方

針

 

  

 

１

．

生

活

介

護

事

業

サ

ー

ビ

ス

は

、

個

別

支

援

計

画

に

基

づ

き

、

身

辺

的

な

介

助

を

行

い

な

が

ら

簡

易

な

生

産

活

動

、

創

作

活

動

、

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

等

を

行

い

な

が

ら

日

中

活

動

へ

の

働

き

か

け

を

行

い

、

心

身

と

も

に

健

や

か

な

生

活

を

送

れ

る

た

め

に

支

援

を

行

う

。

 

２

．

就

労

継

続

事

業

Ｂ

型

サ

ー

ビ

ス

は

、

個

別

支

援

計

画

に

基

づ

き

、

生

産

活

動

へ

の

参

加

の

機

会

を

提

供

し

、

作

業

知

識

及

び

技

術

、

社

会

性

の

向

上

を

目

指

し

た

支

援

を

行

う

。

ま

た

、

よ

り

高

い

工

賃

を

還

元

で

き

る

よ

う

に

創

意

工

夫

し

な

が

ら

支

援

を

行

う

。

個

々

の

利

用

者

の

ニ

ー

ズ

に

沿

っ

て

、

よ

り

高

い

就

労

環

境

に

適

応

で

き

る

よ

う

に

、

そ

の

機

会

を

調

整

、

提

供

し

支

援

を

行

う

。

 

生

活

介

護

事

業

生

活

介

護

事

業

生

活

介

護

事

業

生

活

介

護

事

業

サ

ー

ビ

ス

サ

ー

ビ

ス

サ

ー

ビ

ス

サ

ー

ビ

ス

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障

が

い

の

特

性

に

よ

る

対

応

の

個

別

化

、

広

汎

化

、

加

齢

等

の

条

件

に

よ

っ

て

暮

ら

し

に

く

さ

が

絡

み

合

っ

て

い

る

中

で

、

基

本

的

な

生

活

の

領

域

へ

の

支

援

の

度

合

い

が

非

常

に

多

く

な

っ

て

い

る

現

状

を

鑑

み

、

安

全

で

安

心

な

生

活

を

送

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

配

慮

し

な

が

ら

日

中

の

生

活

の

充

実

を

図

り

ま

す

。

 

就

労

継

続

就

労

継

続

就

労

継

続

就

労

継

続

支

援

支

援

支

援

支

援

Ｂ

ＢＢ

Ｂ

型

型型

型

事

業

事

業

事

業

事

業

サ

ー

ビ

ス

サ

ー

ビ

ス

サ

ー

ビ

ス

サ

ー

ビ

ス

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ

れ

ま

で

生

活

の

中

心

と

な

っ

て

い

た

入

所

更

生

施

設

の

役

割

か

ら

日

中

活

動

の

生

活

の

一

部

分

に

特

化

し

た

支

援

体

制

を

構

築

す

る

こ

と

で

、

よ

り

専

門

的

な

職

業

支

援

へ

の

取

り

組

み

が

可

能

に

な

り

、

利

用

者

の

特

性

を

広

げ

高

め

る

こ

と

の

必

要

性

が

出

て

き

ま

す

。

そ

の

た

め

個

人

の

特

性

に

応

じ

た

職

業

的

作

業

項

目

の

分

析

を

は

じ

め

と

し

て

、

利

用

者

に

可

能

な

作

業

項

目

の

設

定

を

行

う

こ

と

で

達

成

感

を

高

め

な

が

ら

就

労

意

欲

の

向

上

を

目

指

し

ま

す

。

さ

ら

に

収

益

率

を

上

げ

る

こ

と

で

還

元

工

賃

を

高

め

る

工

夫

を

行

い

、

労

働

意

欲

を

高

め

、

稼

働

率

を

高

め

る

こ

と

を

目

指

し

ま

す

。

 

 

 

                 

 

 

(７)                白老宏友会だより        平成２４年４月 10 日 



ポ

プ

リ

の

前

進

で

あ

る

「

ベ

ー

カ

リ

ー

シ

ョ

ッ

プ

な

な

か

ま

ど

」

が

開

店

し

て

今

年

で

20

周

年

と

な

り

ま

す

。

今

振

り

返

る

と

、

仲

間

達

へ

の

支

援

技

術

も

、

パ

ン

を

作

る

技

術

も

、

何

も

か

も

不

満

足

で

し

た

が

、

そ

れ

で

も

仲

間

達

の

幸

せ

や

成

長

を

目

指

す

気

持

ち

は

職

員

も

親

も

一

緒

で

し

た

。

あ

れ

か

ら

20

年

、

今

も

そ

の

心

は

引

き

継

が

れ

、

ポ

プ

リ

の

運

営

は

三

者

一

体

の

動

き

の

中

で

、

更

な

る

10

年

を

目

指

し

て

行

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

 

尚

、

こ

れ

か

ら

の

白

老

町

は

、

現

在

人

口

が

19

千

人

・

高

齢

化

率

34

％

が

10

年

後

、

人

口

16

千

人

、

高

齢

化

率

44

％

と

経

験

し

た

こ

と

の

無

い

超

高

齢

化

時

代

と

な

り

ま

す

。

パ

ン

や

菓

子

を

売

っ

て

工

賃

還

元

を

行

っ

て

い

る

事

業

で

は

、

現

在

の

売

り

上

げ

を

維

持

す

る

の

も

困

難

に

な

る

と

予

想

さ

れ

ま

す

。

出

来

る

手

立

て

と

、

新

た

な

発

想

で

私

達

の

仲

間

が

地

域

社

会

で

生

き

て

い

く

た

め

の

術

を

、

早

急

に

考

え

具

体

化

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

 

こ

の

1

年

は

、

「

な

な

か

ま

ど

」

の

20

年

を

祝

い

感

謝

す

る

1

年

で

あ

り

、

こ

の

先

10

年

を

目

指

し

た

計

画

立

案

の

1

年

で

あ

り

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

 

 

〈

〈〈

〈

就

労

継

続

支

援

就

労

継

続

支

援

就

労

継

続

支

援

就

労

継

続

支

援

Ｂ

ＢＢ

Ｂ

型

事

業

型

事

業

型

事

業

型

事

業

〉

〉〉

〉

 

  

 

主

だ

っ

た

取

り

組

み

と

し

て

は

、

「

な

な

か

ま

ど

」

20

周

年

を

迎

え

る

に

あ

た

り

、

こ

の

節

目

に

よ

り

付

加

価

値

が

高

く

消

費

者

に

求

め

ら

れ

る

製

品

づ

く

り

を

目

指

す

た

め

、

製

品

を

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

し

、

20

周

年

セ

ー

ル

を

実

施

す

る

。

原

材

料

か

ら

製

法

の

見

直

し

を

行

い

、

地

域

嗜

好

を

意

識

し

た

取

り

組

み

は

基

よ

り

、

一

般

評

価

に

つ

い

て

も

高

い

品

質

を

追

求

し

、

厳

選

し

た

価

値

あ

る

製

品

販

売

の

展

開

を

目

指

す

。

ま

た

、

安

心

、

安

全

を

念

頭

に

置

き

原

料

の

選

定

を

行

う

と

共

に

、

他

店

と

の

差

別

化

を

図

る

た

め

、

原

料

の

一

つ

に

あ

る

餡

や

米

粉

に

つ

い

て

は

自

家

製

に

切

り

替

え

、

製

品

の

充

実

と

拡

大

を

目

指

す

。

尚

、

米

粉

に

つ

い

て

は

、

生

活

介

護

に

作

業

を

委

託

し

精

米

か

ら

粉

末

処

理

を

行

い

、

店

舗

製

品

を

は

じ

め

、

白

老

町

の

ご

当

地

グ

ル

メ

と

し

て

活

動

を

行

な

っ

て

い

る

「

バ

ー

ガ

ー

＆

ベ

ー

グ

ル

研

究

会

」

の

活

性

化

に

繋

げ

て

い

く

。

 

〈

〈〈

〈

生

活

介

護

事

業

生

活

介

護

事

業

生

活

介

護

事

業

生

活

介

護

事

業

〉

〉〉

〉

 

  

 

日

中

活

動

支

援

は

身

体

機

能

、

情

緒

、

医

療

面

を

考

慮

し

対

応

す

る

と

共

に

、

作

業

・

療

育

・

創

作

・

訓

練

・

余

暇

活

動

を

通

し

て

、

社

会

参

加

・

協

調

性

・

基

礎

体

力

の

維

持

や

個

々

の

障

が

い

特

性

に

応

じ

た

対

応

を

目

指

す

。

特

に

作

業

活

動

で

は

、

共

生

型

事

業

所

の

開

設

に

伴

い

、

今

後

地

域

と

の

つ

な

が

り

の

拠

点

と

し

て

の

活

用

や

研

鑽

さ

ら

に

、

米

粉

粉

砕

機

の

購

入

に

基

づ

き

、

パ

ン

工

場

の

下

請

け

作

業

と

し

て

、

米

粉

の

製

造

を

行

い

定

期

的

に

就

労

Ｂ

事

業

の

パ

ン

工

場

に

提

供

し

て

い

く

。

 

〈

〈〈

〈

送

迎

送

迎

送

迎

送

迎

サ

ー

ビ

ス

サ

ー

ビ

ス

サ

ー

ビ

ス

サ

ー

ビ

ス

〉

〉〉

〉

 

  

 

 

  

 

サ

ー

ビ

ス

報

酬

改

定

に

よ

る

送

迎

加

算

創

設

に

伴

い

、

送

迎

サ

ー

ビ

ス

料

金

設

定

等

の

見

直

し

に

よ

り

利

用

者

負

担

の

軽

減

を

図

る

。

そ

れ

に

合

わ

せ

て

運

営

規

程

、

重

要

事

項

説

明

書

、

工

賃

規

程

（

通

勤

手

当

部

分

）

の

改

正

及

び

周

知

を

行

う

。

 

〈

〈〈

〈

そ

の

そ

の

そ

の

そ

の

他

他他

他

〉

〉〉

〉

 

  

 

・

新

生

活

介

護

事

業

所

創

設

の

た

め

の

準

備

活

動

（

川

沿

地

区

）

 

・

中

期

計

画

作

成

へ

向

け

て

の

研

鑽

。

 

・

白

老

愛

泉

園

の

地

域

移

行

事

業

へ

の

協

力

。

 

・

共

生

型

事

業

へ

の

協

力

体

制

。

 

・

各

種

設

備

の

更

新

と

修

繕

、

改

修

整

備

（

メ

イ

ン

サ

ー

バ

ー

の

更

新

、

ト

イ

レ

手

洗

い

の

改

修

他

）

。

 

・

災

害

時

に

迅

速

、

適

切

な

対

応

が

出

来

る

よ

う

に

、

防

災

対

策

マ

ニ

ュ

ア

ル

、

地

震

発

生

時

の

避

難

マ

ニ

ュ

ア

ル

の

日

頃

か

ら

の

徹

底

お

よ

び

訓

練

時

に

お

け

る

活

用

や

必

要

に

応

じ

た

見

直

し

を

行

う

。

 

 

 

平

成

23

年

3

月

1

日

よ

り

、

利

用

者

の

生

活

の

場

を

白

老

町

市

街

地

に

、

7

名

定

員

5

ヶ

所

35

名

が

24

時

間

支

援

の

共

同

生

活

介

護

（

ケ

ア

ホ

ー

ム

）

事

業

住

居

に

、

5

名

定

員

1

ヶ

所

の

世

話

人

通

い

型

の

共

同

生

活

介

護

（

ケ

ア

ホ

ー

ム

）

事

業

住

居

に

移

し

、

新

た

な

環

境

に

て

地

域

福

祉

サ

ー

ビ

ス

を

受

け

る

こ

と

の

で

き

る

体

制

を

作

っ

て

き

ま

し

た

。

利

用

者

個

々

の

特

性

に

応

じ

た

編

成

に

よ

り

情

緒

面

の

更

な

る

安

定

を

図

り

、

小

規

模

住

居

で

の

生

活

に

よ

る

ア

ッ

ト

ホ

ー

ム

な

暮

ら

し

と

、

そ

の

支

援

を

実

現

し

て

ま

い

り

ま

し

た

。

 

個

人

が

尊

重

さ

れ

、

安

心

し

て

、

安

全

な

生

活

が

営

め

る

こ

と

で

“

生

き

て

る

”

実

感

を

社

会

の

一

員

と

し

て

共

生

す

る

こ

と

を

理

念

と

し

ま

し

た

、

地

域

生

活

支

援

セ

ン

タ

ー

あ

ぷ

ろ

は

、

ま

ず

、

従

来

の

形

を

第

１

支

援

課

と

し

、

拠

点

建

物

と

他

に

１１

ヶ

所

の

各

共

同

生

活

住

居

に

総

勢

49

名

の

利

用

者

定

員

の

支

援

体

制

と

し

ま

す

。

世

話

人

通

勤

型

の

ケ

ア

ホ

ー

ム

・

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

が

中

心

で

１

ヶ

所

に

夜

間

支

援

を

備

え

た

共

同

生

活

住

居

で

の

支

援

と

な

り

ま

す

。

第

１

支

援

課

は

中

軽

度

で

自

立

度

の

多

い

利

用

者

が

中

心

で

す

が

、

自

ら

の

行

動

に

よ

る

相

談

支

援

の

訪

問

や

外

出

、

そ

れ

ら

に

伴

う

諸

問

題

の

対

応

、

金

銭

管

理

・

健

康

管

理

面

の

支

援

、

日

中

活

動

事

業

所

等

と

の

連

絡

調

整

、

大

小

規

模

各

行

事

等

の

実

施

や

支

援

な

ど

に

即

し

た

サ

ポ

ー

ト

を

行

っ

て

ま

い

り

ま

す

。

 

 

完

全

24

時

間

支

援

型

の

第

２

支

援

課

は

、

各

ケ

ア

ホ

ー

ム

５

名

の

チ

ー

フ

を

中

心

と

し

た

ス

タ

ッ

フ

体

制

に

よ

り

、

利

用

者

の

生

活

全

般

を

支

え

て

い

き

ま

す

。

障

が

い

特

性

に

よ

る

対

応

の

個

別

化

、

広

汎

化

、

高

齢

化

に

よ

る

身

体

機

能

へ

の

配

慮

、

個

別

対

応

な

ど

の

重

要

性

を

認

識

し

な

が

ら

、

生

活

日

課

・

日

常

生

活

動

作

（

ADL

）

支

援

、

保

健

医

療

面

で

の

支

援

、

毎

日

の

給

食

提

供

支

援

、

日

中

活

動

事

業

所

と

の

連

携

や

余

暇

支

援

な

ど

配

慮

し

た

内

容

で

実

践

し

て

い

き

ま

す

。

 

な

お

、

今

年

度

、

本

部

機

能

を

合

わ

せ

た

「

共

生

型

事

業

所

は

ぁ

も

に

ぃ

」

に

事

業

所

拠

点

を

移

し

て

、

そ

 

の

運

営

を

行

っ

て

ま

い

り

ま

す

。

 

１

、

運

営

方

針

 

（

１

）

 

障

が

い

者

自

立

支

援

法

に

基

づ

く

事

業

の

推

進

 

（

２

）

 

地

域

生

活

支

援

セ

ン

タ

ー

あ

ぷ

ろ

の

支

援

体

制

（

２

課

体

制

）

 

（

３

）

 

日

中

活

動

事

業

所

等

と

の

連

携

 

（

４

）

 

保

健

医

療

関

係

支

援

 

（

５

）

 

給

食

支

援

事

業

計

画

 

（

６

）

 

自

治

会

・

余

暇

活

動

支

援

 

（

７

）

 

職

員

研

修

及

び

運

営

管

理

 

（

８

）

 

相

談

支

援

事

業

等

の

研

鑚

 

 平成２４年４月１０日        白老宏友会だより                (８) 


